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平成18年９月中間期及び通期業績予想の修正について

　最近の業績動向等を踏まえ、平成17年11月25日に発表いたしました平成18年９月期（平

成17年10月１日～平成18年９月30日）中間期及び通期の業績予想を下記のとおり修正いた

します。

記

1.業績予想

（1）中間連結予想　（平成17年10月１日～平成18年３月31日）

（単位：百万円）

％ ％ ％

（2）中間個別予想　（平成17年10月１日～平成18年３月31日）

（単位：百万円）
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（3）通期連結予想　（平成17年10月１日～平成18年９月30日）

（単位：百万円）

％ ％ ％

参考：１株当たり予想当期純利益（通期）　△21,309円22銭

（4）通期個別予想　（平成17年10月１日～平成18年９月30日）

（単位：百万円）

％ ％ ％

参考：１株当たり予想当期純利益（通期）　3,347円96銭

2.修正理由

（1）中間連結業績修正理由

① 売上高につきましては、既存店において、前年同期に対し1.7％減と予想してお
りましたが、0.6％増で推移したことで計画比299百万円増、前期出店店舗は計画
比8百万円減、今期新規店舗は計画比12百万円増となり、前回予想比303百万円
（3.1％）増となる見込みであります。

② 経常利益につきましては、広告宣伝費の増加はあったものの、売上高の増加及び
商品の内製化に伴う自社生産の拡大による売上総利益の増加、更に、生産性の向
上による人件費コストの減少により、前回予想比359百万円（117.3％）増となる
見込みであります。

③ 特別損失につきましては、主に9店舗の減損損失1,231百万円を見込んでおります。
④ 従いまして、中間連結業績の見通しは売上高10,053百万円、経常利益666百万円、

中間純損失572百万円を予想しております。

（2）中間個別業績修正理由

① 売上高につきましては、連結子会社の店舗売上高が増加したことにより、食材の供
給及びロイヤリティ収入が増加し、前回予想比69百万円（2.2％）増となる見込み
であります。

② 経常利益につきましては、売上高の増加及び、商品の内製化に伴う自社生産の拡大
による売上総利益の増加により、前回予想比47百万円（47.9％）増となる見込みで
あります。

③ 特別損失につきまして、米国子法人への投資損失等、60百万円を見込んでおります。
④ 従いまして、中間個別業績の見通しは、売上高3,303百万円、経常利益147百万円、

中間純利益53百万円を予想しております。
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（3）通期連結業績修正理由

① 売上高につきましては、既存店において、前年同期比1.6％減と予測し、期末にかけ
て2店舗の新規出店を計画し、前回予想比333百万円（1.7％）増を予測しております。

② 経常利益につきましては、新たに2店舗を出店することにより出店費用の増加が予想
されますが、売上高の増加及び商品の内製化に伴う自社生産の拡大による売上総利
益の増加、生産性の向上による人件費コストの減少を見込み、前回予想比413百万円
（99.4％）増を予測しております。

③ 特別損失につきまして、1,323百万円を見込んでおります。主に9店舗の減損損失で
あります。

④ 従いまして、通期連結業績の見通しは、売上高19,533百万円、経常利益828百万円、
当期純損失561百万円を予測しております。

（4）通期個別業績修正理由

① 売上高につきましては、連結子会社の店舗売上高の増加に伴い、食材の供給及びロ
イヤリティ収入の増加を見込み、前回予想比54百万円（0.9％）増を予測しており
ます。

② 経常利益につきましては、売上高の増加及び商品の内製化に伴う自社生産の拡大に
よる売上総利益の増加を見込み、前回予想比73百万円（39.3％）増を予測しており
ます。

③ 特別損失につきまして、米国子法人への投資損失等、85百万円を見込んでおります。
④ 従いまして、通期個別業績の見通しは、売上高6,345百万円、経常利益259百万円、

当期純利益88百万円を予測しております。

以　上


